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　現今の多数の知見に接
することは、驚きと楽し
みであり、自身の人生観
も変えることが出来るだ
ろう。RSSCの皆さまとも
この楽しみを共有した
い。
　身近な話題からひろっ
てみよう。３０年前に『宇
宙からの帰還』（立花隆）
を読んだ。当時の宇宙飛

行士は、体力と理科的素養に優れた優秀なパイロットで
あったり、電子工学の専門家であったりして、いわゆる
人文科学とか社会運動とは縁遠い人たちであった。彼ら
は宇宙飛行士として功績をあげたあとは、士官学校の校
長や科学博物館の館長になったりするのが予想される
キャリアであった。しかし、宇宙から地球を眺めると人
生観が変わるようだ。多くの者が帰還後、宣教師や政治
家などになっていることが同書で紹介されていた。宇宙
と生命の謎に惑わされている私としては、ぜひ私も宇宙
から地球をながめて人生観をひらきたいと期していた
が、３０年もたってしまった。
　未来を舞台にしたSF作品で設定されていた年が、いつ
の間にか現在になっていることに気づく。人工頭脳HAL
が出てくる『２０１０年宇宙の旅』、２０１９年の東京でアンド
ロイドが活動する『ブレードランナー』（『アンドロイド
は電気羊の夢を見るか』）、やはり２０１９年以降の東京が舞
台の『AKIRA』、２０３５年のロボット社会を描いた『アイ、

ロボット』（『われはロボット』）などだ。作品の成立時に
は読者としては判断できなかったことが、現時点では自
ら見渡せる事象になっている。
　現在では、ハッブル望遠鏡など宇宙空間に浮かんでい
る観測機が複数あり、私たちは多数の情報を手にしてい
る。また百数十億年の宇宙の歴史の一部もコンピュー
ターで再現実験できる。『コズミックフロント』『コズミッ
クフロントNEXT』というTV番組では、CG表現で視聴者
に示している。これらの成果のほとんどは２１世紀になっ
てからのものである。CGで示される銀河の成立、恒星の
発生と消滅、無数の惑星での環境を、釈迦、イエス、ム
ハンマドとならんで視聴したら、彼らはどう反応するだ
ろうか。彼らと会話しつつ、あるいはそれは不遜なので、
教えを請いつつ、宇宙と生命について語るさまを夢想す
る。現代の知見は、彼らの世界観に大幅変更を迫るか、
補強の材料となるか、あるいは迷妄だと一蹴されるもの
になるか思いめぐらしている。彼らの生きた時代での情
報は限定的で、世界観を築く上でそれが利点でもあり、
限界でもあった。
　私たちはあらたな多数の知見を得て、先哲やSF作品が
描いた世界を見渡して点検することもできる。これは、
宇宙飛行士が自分の目で地球と宇宙をみた歓びと通じ、
彼らの人生観の変化にもつながろう。私の場合は、多数
の知見に接しても人生観の深化は僅少でしかない。しか
し、深化は可能であろうし、眼下にさまざまな知見があ
ることを知るだけで無上に歓喜するのである。皆さまも、
RSSC内外でその一端を見つけてほしい。
 ������� （立教セカンドステージ大学運営委員）
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立教大学文学部教授
　　　栗田　和明眼前にひろがる楽しみの世界を共有したい
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専攻科生本科生

５６名９８名在籍者数

３４名５０名　　男性

２２名４８名　　女性

６５歳６２歳平均年齢

６５歳６２歳　　男性

６４歳６１歳　　女性

専攻科生本科生科目数

２１名３１名１

２２名１４名２

専攻科生本科生科目数

２名－３
１名２名５
１２名８名６
１４名１８名７
１７名３４名８
７名２０名９
３名１６名１０

専攻科生本科生科目数

２名－４
－２名５
３名２名６
７名１５名７
１７名２０名８
６名２２名９
２１名３７名１０

・在籍者数と平均年齢 ・ 受講科目数―ＲＳＳＣ科目

・ 受講科目数―全カリ科目 ・ 受講科目数―ＲＳＳＣ科目＋全カリ科目

２０１５年度入学式 　　　　　　　 
 　　　　　　　　 ―　学び直しと新たな出会い　―

生９８名、専攻科７期生５６名の入学式が、池袋キャンパスの立
教学院諸聖徒礼拝堂（チャペル）で行われました。
　午前１０時半、美しいチャペルに響き渡る荘厳なパイプオル
ガンの音色の中、式典が始まりました。吉岡知哉学長（立教
大学総長）の訓辞に、これから始まる大学生活や新しい友と
の出会い等、希望や期待に胸を膨らませ、またこの歳で入学
式が経験できる幸せに感謝しました。
　式典にはご家族の姿も見られ、暖かな雰囲気のうちに無事
終了しました。

　４月４日（土）立教
セカンドステージ大学
（ＲＳＳＣ）本科８期

６月に実施したアンケートは、在籍者９８名の
うち９５名に配付。全員の方から回答をいただ
きました。
ご協力、ありがとうございました。
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５３件新 聞 記 事

３４件インターネット

１０件知人からの紹介

４件テ レ ビ

２件そ の 他

１７件ボランティア

７件自 治 会 役 員

７件Ｎ Ｐ Ｏ

２件管理組合役員

６件そ の 他

「その他」の感想
・通学に時間がかかる
・学割があれば…
・オムニバスに工夫がほしい
・一部の授業が想像していた内容と
違った

女性男性全体

－１名１名１日

２名２名４名２日

１３名１４名２７名３日

２３名２０名４３名４日

１０名９名１９名５日

－１名１名６日

・ 通学日数

女性男性全体

７名３名１０名３０分以下

２４名１８名４２名３０分～１時間

１２名１６名２８名１～１.５時間

５名７名１２名１.５～２時間

－３名３名２時間以上

・ 通学時間

女性男性全体

１４名１０名２４名専攻科

３名４名７名就業

５名－５名社会活動

－２名２名大学院

２６名３１名５７名未定

・ 修了後の進路

・ 入学の動機 ・ よかったこと「トップ５」

・ ＲＳＳＣを知ったのは？ ・ 苦労していること「トップ５」

・ 年齢分布人数

女性男性全体

３１名２０名５１名東京

７名１４名２１名埼玉

７名６名１３名神奈川

３名２名５名千葉

－５名５名茨城・長野・栃
木・福島・青森

・ 居住地

・ 現在行っている地域活動は？

複 数 回 答 学生生活について聞きました。
 　　　　　　　　　　 （自由記述）
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◇漕ぎ出せ！水夫たち◇
　おそらく、セカンドステージ大学に入学しなかったら、
この先出会う機会はなかったと思う１２名。それほど個性
豊かなメンバーが揃いました。これこそセカンドステー
ジに相応しいスタートでしょう。
　最年少５０歳から７７歳まで、幅広い年齢層ならではの人
生経験は、それぞれの発言に滲み出ています。若い頃に
は味わえなかった収穫です。また、８ゼミ中、唯一の女
性ゼミ長を選出していることからわかるように、若干女
性が積極的（？）かもしれません。それを束ねる上田先
生はといえば、あくまで温厚。笑顔を絶やさぬ風貌で私
たちを受け止めてくれます。
　新しい船を動かそうとしている私たちは、上田キャプ
テンのもと、どう新しい海に漕ぎ出すのでしょう。古い

水夫の知恵と勇
気と経験で、新
しい海の怖さを
乗り切り、“新大
陸発見”となっ
たらどんなに素
晴らしいことで
しょう。

上田（恵）ゼミ

◇楽しく学んで元気に生きよう◇
　小沢健市先生は観光経済学がご専門です。観光の及ぼ
す多面性に光を当て、観光経済の学問的研究のオーソリ
ティです。セカンドステージ大学の他にも新座キャンパ
スの学部授業や他大学の授業も受け持っており、そのバ
イタリティたるやまさに我々のお手本です。各ゼミ生の
修了論文のテーマ発表の際には、先生から適切なアドバ
イスや指摘があり、その豊富な知識、視野の広さに驚か
される日々の連続です。各ゼミ生の論文も順調に進むこ
とでしょう。
　週一回のゼミでは、それぞれが自由闊達に意見を述べ
合い、毎回充実した時間を過ごしています。そして、ゼミ
後の懇親会は、まるで学生時代に戻ったかのように和気
あいあい、何の気兼ねも無く、お互いのバックグラウン

ドやよもやま話
に花が咲きま
す。そんなこん
なで、今後もゼ
ミ友として長い
付き合いができ
そうな、そんな
あったかい雰囲
気に満ち溢れた
楽しいゼミで
す。

小沢ゼミ

◇年の差４０才！の野田ゼミ◇
　ゼミ生は５０才から９０才の１２名（男性６名、女性６名）！
個性的な人たちの集まりです。ゼミ担当の野田先生は、
大学院異文化コミュニケーション研究科の「環境コミュ
ニケーション領域」の専任教授で、文学と自然環境の関
係がご専門です。アニメ映画「もののけ姫」について人
間と自然とのコミュニケーションについて、熱く少年の
ように語られる笑顔の素敵な先生です。
　 我々ゼミ生は、野田先生の『「知りたい」「わからない」
と思ったところから知的探求が始まります』の一言から、
修論のテーマをいち早く決め、図書館講習会前に全員で
学習室に集まり、資料の自主検索をするなどフットワー
ク軽く学んでいます。皆すぐに親しくなり、昼食会をし
ながらのお互いの選択科目授業の話を聞いたり、趣味の

話をするなど、
もちろんゼミ終
了後は懇親会も
開いています。
　ＪＯＹ  ＯＦ
　ＬＥＡＲＮＩ
ＮＧ！の野田ゼ
ミです。

野田ゼミ

◇相互啓発による新たな出会い◇
　鈴木ゼミは、５０代前半から７０代、豊かな経験を積んで
きた男性６名、女性６名が鈴木正男先生のもとに集まっ
ています。
　先生は、「人類年代学」を専門とし人類の起源や進化の
研究をするとともに、「立教大学原子力研究所」の管理室
長（元所長）として長く勤めています。
　大学が原子力研究所を持っている歴史や経過、廃炉に
向けた苦労話を聞かせていただきましたが、原子力＝発
電のイメージが拭えないため原研を原発と言い間違えた
質問に対し「原子力発電所ではなく原子力研究所です」
と何度も訂正し原子力の使用方法の違いを説明いただき
ました。７月にはゼミ生が中心となり横須賀市にある研
究所の見学会を実施しました。
　ゼミでは、各自の体験やそれぞれが抱える問題の中か

ら論文のテーマ
を見つけ真剣に
楽しく討議して
いますが、終了
後は毎回安くて
旨い居酒屋へゴ
―！授業の話題
から離れゼミの
第一目的である
懇親を深めてい
ます。

鈴木ゼミ

ＲＳＳＣでは、大きな特徴の一つであるゼミナールにすべ

ての受講生が所属し、担当教員のサポートのもと、それぞ

れ独自の方法で活発に運営されています。
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◇モットーは「全員、楽しく過ごす」◇
　ゼミ生総勢１１名（男性５名、女性６名）でご指導いた
だくのは聖書研究の碩学、月本先生です。ゼミの冒頭で
示唆に富んだお話を拝聴し、即座に全員ファンになりま
した。
　我々のゼミのモットーは「全員楽しく過ごす」。社会経
験豊富で多彩な「目利き」が集いました。時には詩の朗
読に酔いしれ、時には般若心経を唱え涅槃の境地に浸る、
一方で伝統的な手作り菓子に舌鼓を打つ、等々。毎回新
たな出会いと発見に満ち溢れる中、自ずとゼミの役割分
担も整ってきました。
　隔回で月本先生のご指導により厳選された本を講読し
ています（『代表的日本人』内村鑑三著）。勿論、先生の
名解説付き。ゼミ運営を円滑に促進する効果と、意見交
換を通してメンバー間の相互理解を促進する副次的効果
もあり、全員楽
しんでいます。
ゼミ終了後、場
所を変えて懇
談。奇縁あって
集う者同士、豊
かなセカンドス
テージの実現に
向けて切磋琢磨
し奮闘中です。

月本ゼミ

◇ We are aggressive to our second stage ◇
　飄々として、浮世離れしているような風情を漂わせて
いらっしゃる、上田先生のゼミ。最初の授業でこれまで
の人生でターニングポイントになった出来事を発表して
ほしいとの先生の問いに、それぞれが素直な想いで応じ、
ゼミ仲間の意識が団結した雰囲気がかもし出されたのは
上田先生のお人柄によるものです。
　懇親会でも、和気あいあいと語り合うひとときを過ご
すことができ、より一層仲間の結びつきが強まった貴重
な時間です。これまでに一番感激した本について発表し、
この発表が修了時の論文につながるかも知れません。セ
カ ン ド ス
テージで学
びながら、
論文の題を
見つけてほ
しいとの上
田先生の教
えを大切に
しています。

上田（信）ゼミ

◇奇跡の出会いを大切に◇
　成田ゼミには学びの情熱溢れる１２名の仲間が集いまし
た。指導教員はメディア研究がご専門の成田康昭先生、
温厚なお人柄と適切なアドバイスでメンバー全員が信頼
を寄せています。メンバーも企業で様々な経験を経た
方々、地域活動に携わって活躍されている方々など多士
済々で個性豊かです。取り組む修了論文のテーマも将来
の希望や好奇心がぎっしり詰まったユニークなものばか
りで質疑応答にも熱が入ります。様々な人生を経てきた
メンバーの意見には「重み」と「味」があり、聞き手も
多いに刺激を受けています。苦労もありますが全員、秋
学期から修了論文を「自分の宝物」に仕上げていこうと
意気込んでいるところです。
　ＲＳＳＣを志
さなかったら、
おそらく出会う
ことのなかった
仲間たち、奇跡
の出会いを大切
に助け合い励ま
しあって全員で
ゴールを目指し
ます。

成田ゼミ

◇一週間で、一番濃密な時間◇
　栗田ゼミは総勢１３名（男性７名、女性６名。その内、
入学後ワードの基本をマスターした人３名）。栗田先生の
ご専門は「文化人類学」。タンザニアの山村での長期定点
観測。「去年、ついに電気が村の一部に入った」所だそう
です。最近は東南アジアの街に出没し、アジアにビジネ
スでやって来るアフリカ人の動向も研究対象に。毎週、
金曜日のゼミは一週間で一番濃密な時間が流れる場所で
す。ゼミ長以下、多様な人生経験を重ねたメンバーが結
集し、意見が飛び交います。順番で各自の修了論文の構
想を発表中。「その分野の本なら、私持ってる」、「それだっ
たら誰々を調べたら」等のサポート発言が次々と。洋酒
メーカーのＣＭ
で「 恋 は遠い日

�

の花火ではな
い」というのが
ありました。 恋 

�

の字を 青  春 に置
�� �

き換えた世界
を、ゼミ生は楽
しんでいます。

栗田ゼミ

ゼミの最大の目的は、各自が自由にテーマを決めて修了論

文を書きあげることです。担当教員とゼミ生が活発に意見

を交わし、親交を深めています。時にはゼミ以外の場でも…。
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　ＲＳＳＣでは本科修了後に専攻科が１年用意され、毎年本科修了生の約半数が進学しています。今回はどんな目的
でいつ頃進学を決めたのか等、専攻科生へのアンケートを６月に実施しました。

　専攻科生は約８割が６０代、専攻科へ進もうと決めたのはほ
とんど秋学期以降です。進学したキーワードは学びと仲間と
言えそうです。約２割の人が何らかの仕事もしています。
　右の図表以外の自由意見では、「授業は興味あることにチャ
レンジでき自分が意欲を持てば楽しい」「やる気が大事」「ゼ
ミでも専攻科ではより深化できている」。反面、「若干マンネ
リ」「本科と違ったカリキュラムもあるとよい」「ゼミのあり
方は検討の余地あり」等の意見もありました。
　図書館の人気は高く、勉学の環境としては恵まれ、授業以
外にも研究会や同窓会での活動範囲も広がっています。
　家族の反応では、「バランスを取るには努力がいる」「家で
ゴロゴロしているより良い」との男性意見、「家族は冷静に見
ている」「容認している」との女性意見があり、男女の相違が
みられました。

・年齢分布（全体５６名、男性３４名、女性２２名） ・進学を決めた時期

６

「学び直し」と「再チャレンジ」のみちすじ

　　　専攻科生に聞きました　　（回収数：男性２３名、女性１４名、計３７名、回収率６６％）

　学び直しの仕組みは本科での学び。更に学びた
い人には、専攻科が用意されています。特定の科
目を学ぶには本科修了の１年後に科目聴講ができ
ます。また、新たなるネットワークを形成して多
様な社会参加の担い手として活躍する『社会貢献
活動サポートセンター』と受講生も参加できる『同
窓会』があります。関連が分かり易いように図に
してみました。



２０１０年「海外異文化情報研究会」として発足しました。
２０１１年に「異文化研究会」と改称し、継続活動中。現在
国内外で活躍している異文化事情の講師をお招きし月に
１度（第４木曜日）講演会を開催しています。
２０１５年度４月「フイリッピン山岳少数民族への教育支援
活動」、５月「国内外の脱化石燃料の動き」、６月「世界
の経済状況」、７月「安保法制とジャーナリズム」と著名
人を講師にお招きしています。会員は１期生から７期生
まで約１００名に及んでいます。皆様の大勢のご参加をお待
ちしています。

異文化研究会 一期から七期迄の
 会員を擁する会

新しい考え方で社会を切り拓いてきた女性達の生き方に
学び、女性を取り巻く社会的問題を多様な視点から捉え
社会に還元する事を目的としています。毎月人物（平塚
らいてう、与謝野晶子、樋口一葉、中村黒光、新島八重、
ベアテ・シロタ・ゴードン等）やテーマを決めて勉強会や講演会、見学
会、映画鑑賞、バザー、他団体との交流、震災遺児支援など
を実施しています。韓国留学生やドイツ人女性、ＲＳＳＣ
同窓生も含め、女性問題、政治、教育、福祉、文学、芸
術、暮らし、健康など多ジャンルに及び毎回話は尽きま
せん。２０１０年設立　会員数１５名＋α（男性が加わる事も）。

ウィメンズ・クラブ 女性の生き方を
 考え今を生きる

月１冊の「課題本」を手がかりに出席者仲間と語り合う、
一期生の読書会です。「楽しくやろう」をモットーに、会
の規定もないまま参加・不参加も自由で、出席者は毎回
１５名前後です。毎月、異なる担当者が“ 自分の好み ”
で選ぶ課題本はジャンルを問わず多彩で、時や空間も超
えてさまざまな世界に誘ってくれます。年々活字が読み
にくくなる、読んだ傍から中身を忘れるという“ 逆境 ”
にもめげず、目指すは１００回開催（すでに６１冊を読破）。
１００冊分の本の世界をみんなと語り合い、驚きや感動が共
にできることに感謝あるのみです。

RSSC読書会 仲間と共有する
 「宝」の読書

ＲＳＳＣワイン同好会は２００９年１２月に、ワイン文化研究
会として立ち上げ、翌年１月より会員募集を始め２０１０年
４月の第１回開催時には７５名の会員が集まりました。最
初の２年間はフランスワイン、次の２年間はイタリアワ
インを勉強し、現在は「世界のワイン巡り」というテー
マで世界各国の銘醸ワインをアサヒビール様のご協力で
セレクト、リビエラのコース料理と共に頂き２ヶ月に１
度開催しています。毎回豪華な内容は「日本で一番安い
ワイン会」として１期～７期生とそのお仲間にご好評を
頂いていますので、是非お越し下さい。

RSSCワイン同好会 ワイン同好会を
 開催して６年

ＲＳＳＣ在校生や修了生には海外勤務や外資系企業勤務
経験者や英語に強い関心のある方が多くいます。特に日
常英会話に対する愛着を持って引き続き学び語学力を維
持向上したいとの希望者も多くいます。ＲＳＳＣには語
学に準じたプログラムがなく２０１３年１１月１８日に研究会・
同好会としてスタートいたしました。
現在メンバーは、２５名で毎週月曜日（Primary）・木曜日
（Advanced）午前中にネイティブ講師を招き楽しく学ん
でいます。東京オリンピック・パラリンピックを控え、
英語の需要も高まっている折、共に学びましょう。

RSSC英会話クラブ RSSCで唯一
 英会話を学べる会

「気軽に抹茶を楽しみ、心休まるひと時を過ごせますよ
うに」と願って、ＲＳＳＣ茶の湯同好会は、昨年４月に
発足しました。立教大学の近くにある目白庭園の茶室
「赤鳥庵」を借りて毎月稽古をしています。時には美術
館や博物館を訪ねて茶道具などの見学も行っています。
会員数は現在、１期生から７期生まで総勢３８名にのぼ
り、活気に満ちています。熱心な皆さんの稽古ぶりをみ
ると、私たちの茶会を開く日が待ち遠しいこの頃です。
ＲＳＳＣ同窓の方々、現役の方々お越しをお待ちしてい
ます。

RSSC茶の湯同好会 茶の湯同好会
 茶会開催を目指して
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　４月から７月ま
で計６回、経営学
研究科「ビジネス
日本語中級・上級」
の留学生の授業に
協力しました。Ｒ
ＳＳＣの受講生は
顧客役や上司役

に、留学生は会社員役に扮して、商談、社内会議、プレ
ゼンテーションのビジネスシーンを体験しました。もち
ろん、すべて日本語で、それも難しいビジネス用語を用
いてです。
　最初はお互いの緊張が伝わりぎこちない会話でした
が、回を重ねるうちに会話がスムーズに進むようになり
ました。留学生たちが短期間のうちに日本語を習得して
いることに驚かされ、また職場に戻ったような新鮮な気
分を味わうことができ、楽しい体験でした。久しぶりに
「一生懸命」という言葉を思い出しました。

留学生の日本語授業に参加 

　ＲＳＳＣでは、２０１３年度より立教大学との「異世代共学」の実験的な試みとして、「外国人留学生の日本語授業」

および「異文化コミュニケーション学部必修科目授業」へ参加し、教学連携を実施しています。

　ＲＳＳＣ生にとっては、今までに積み重ねてきた知識や経験を、現役学生に還元することができる良い機会となっ

ています。

編集後記

　７月８日と１５日に、異文化コミュニケーション学部１
年生の「基礎演習」授業に、ＲＳＳＣ生がコメンテーター
役として参加協力しました。学生が自分たちで設定した
テーマに関するプレゼンテーションに対し、社会人とし
ての感想や意見、アドバイスをしました。
　学生の感想は『普段の学生同士にはない緊張を感じた』
『自分たちにはない視点が新鮮』『具体的な役に立つアド
バイスと励ましがうれしかった』など。ＲＳＳＣ生の感
想は『新鮮さを感じる』『前向きに努力している』『着眼
点が面白い』など。双方にとって刺激になった異世代共
学でした。

異文化コミュニケーション学部に
コメンテーター役として参加　　

　志鳥編集長のリーダーシッ
プのもと、内容分担を決めて
スタートした編集委員会。毎
週開かれる委員会で内容も
チームワークも密になってい
きました。ＲＳＳＣ入学早々
に大変でしたが、おもしろい
経験でした。原稿を寄せていただいた皆様、アンケートにご協
力いただいた皆様、ありがとうございました。
亀山哲男　古山久雄（副）　志鳥勝久（編集長）　坂田俊次
藤澤和子　竹澤みほ子（副）　横山伊津子　杉山慶子

担当の先生の感想

　このクラスはＲＳＳＣの皆様をゲストとして迎
えたセッションが大きな特徴となっており、学内
外から注目を集めております。ゲストの方のビジ
ネスに関する専門的な知識や幅広いご経験によ
り、クラス活動が一層充実し、大変ありがたく思っ
ております。

日本語教育センター　　　　　　　
丸山　千歌　先生（センター長）
栗田　奈美　先生（中級担当）　
金庭　久美子　先生（上級担当）

留学生の感想

　ビジネス日本語クラスのゲストセッションで、
私の日本語は大変改善されました。最初のセッ
ションでは、日本語がなかなかわかりませんでし
たが、毎回上手に話せるようになり、日本の会社
で働く自信が少しずつ、ついてきました。

経営学研究科　国際経営学専攻　　　　
ギルマ・ノエリック（フランス）

担当の先生の感想
　「基礎演習」は高校生が大学生になるために必要
なアカデミックスキル、スチューデントスキルを
身につけるための導入教育の基幹科目です。
　人生経験の不足した学生たちは、ややもすると
同世代内だけの議論に留まりがちです。ＲＳＳＣ
生のみなさんの異世代からの視点を意識すること
で、学生たちはより客観的で説得的な思考の必要
性に気づき、成長のきっかけになったように思い
ます。
　　　　　異文化コミュニケーション学部
 �������������� 谷野　典之　先生
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「外国人留学生」「異文化コミュニケーション学部」と異世代共学


